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(57)【要約】
　子宮鏡検査システムは、内部溝を有するスコープと、
スコープに取り外し可能に結合されたシースと、流出溝
とを含む。シースは、スコープの外面に向かって内側に
延びる遠位フランジを有する。流出溝は、シースの内面
とスコープの外面との間に形成される。遠位フランジは
、流出溝の遠位端を形成し、概してスコープとシースの
間に配置される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面、および内面によって画定される内部溝を有するスコープと、
　前記スコープに取り外し可能に結合され、遠位フランジが前記スコープの前記外面に向
かって内側に延びる先端を有し、内面をさらに有するシースと、
　前記シースの前記内面と前記スコープの前記外面との間に形成された流出溝と、
　前記スコープの前記内部溝内に形成された手術用溝と、
　前記手術用溝に隣接して形成された視覚化用溝とを備える子宮鏡検査システム。
【請求項２】
　前記遠位フランジは非一様な形状を有する、請求項1に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項３】
　前記手術器具は、回転式モルセレータ、往復式モルセレータ、および回転往復式モルセ
レータからなる群から選択される、請求項1に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項４】
　前記視覚化用溝は、視覚化デバイスを受け入れるように構成される、請求項1に記載の
子宮鏡検査システム。
【請求項５】
　医療手順用の子宮鏡検査システムであって、
　外面、および内部溝を画定する内面を有するスコープと、
　前記スコープに取り外し可能に結合され、外面および内面を有し、前記スコープの前記
外面に向かって内側に延びるフランジをその遠位端に有するシースと、
　前記スコープの前記内部溝内に配置され、外面および内面を有する手術部材であって、
前記外面が前記スコープの前記内面から間隔を置いて配置されて視覚化用溝を形成する、
手術部材とを備える子宮鏡検査システム。
【請求項６】
　流入流体が前記手術器具と前記手術部材の前記内面との間を流れることができるように
前記手術部材内に配置された手術器具をさらに備える、請求項5に記載の子宮鏡検査シス
テム。
【請求項７】
　前記視覚化用溝内に配置された視覚化デバイスをさらに備える、請求項5に記載の子宮
鏡検査システム。
【請求項８】
　前記シースは、その遠位端の近くに配置された複数の流出穴を有し、直径が約5.6ミリ
メートルである、請求項5に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項９】
　外面および内面を有するスコープと、
　前記スコープに取り外し可能に結合され、内面、および前記スコープの前記外面に向か
って内側に延びる遠位フランジを有するシースとを備える子宮鏡検査システム。
【請求項１０】
　前記遠位フランジは卵形を有する、請求項9に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項１１】
　前記卵形は、互いに向かい合う他の2つの辺よりも、前記スコープの中心に向かって内
側に、より長い距離延びる互いに向かい合う2つの辺を有する、請求項9に記載の子宮鏡検
査システム。
【請求項１２】
　前記遠位フランジは非一様な形状を有する、請求項9に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項１３】
　前記シースは、外径が約5.6ミリメートルであり、前記スコープの長径は約5.15ミリメ
ートルである、請求項9に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項１４】
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　前記シースは、前記遠位フランジの近くの複数の流出穴をさらに含む、請求項9に記載
の子宮鏡検査システム。
【請求項１５】
　前記スコープ内に挿入され、外面および内部溝を有する手術部材をさらに備える、請求
項9に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項１６】
　前記手術部材の前記外面は概ねD字形である、請求項15に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項１７】
　前記手術部材の前記内部溝内に挿入された器具をさらに備える、請求項15に記載の子宮
鏡検査システム。
【請求項１８】
　前記手術部材の前記内部溝内を流れ、前記器具と前記手術部材の前記内部溝との間を流
れる流体をさらに備える、請求項17に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項１９】
　前記スコープの前記内部溝と前記手術部材の前記外面との間に形成された視覚化用溝を
さらに備える、請求項15に記載の子宮鏡検査システム。
【請求項２０】
　前記視覚化用溝内に挿入された視覚化デバイスをさらに備える、請求項19に記載の子宮
鏡検査システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、開示全体が参照により本明細書に組み込まれる米国特許出願第12/892355号
の優先権を主張するPCT国際特許出願である。
【０００２】
　本発明は、概して、子宮鏡検査システムに関し、より詳細には、オフィス環境で使用で
きるように小さいサイズを有する子宮鏡検査システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　子宮鏡検査は概して、頸部に到達する子宮鏡を使用する子宮腔の検査を指す。したがっ
て、子宮鏡は、子宮内病変の診察を可能にし、さらに外科的処置に使用することができる
。子宮鏡は通常、スコープとシースとを含む。
【０００４】
　いくつかの現在の子宮鏡検査システムに伴う1つの問題は、これらのシステムを手術室
環境において患者にある種の麻酔を施した状態で使用しなければならないことである。麻
酔は特に、現在の子宮鏡のサイズが大きく、したがって、子宮鏡が患者に不快感と痛みを
もたらす恐れがあるので必要となる。たとえば、代表的な子宮鏡は、最外径が約9ミリメ
ートルである場合がある。そのような子宮鏡は、直径が約8ミリメートルのスコープと、
直径が約9ミリメートルのシースとを含む。これに対して、この主題に関する科学文献で
は、オフィス環境において実施可能な膣鏡検査法を使用して子宮鏡検査を実施できるのは
、子宮鏡の最外径が約6ミリメートル以下であるときに限られるという点で意見の一致を
みている。
【０００５】
　現在の子宮鏡に伴う別の問題は、子宮鏡が一般に、スコープ遠位端に尖っていないフラ
ンジを含むことである。このフランジは、スコープから外側に延び、シースおよび/また
はオブチュレータなしでスコープを使用することを、不可能ではないにせよ困難にする。
したがって、いくつかの現在の子宮鏡のサイズは、スコープおよびシースのサイズ、たと
えば9ミリメートルの直径に限定されている。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、上述の問題およびその他の問題に対処するオフィス環境用の子宮鏡システ
ムが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様によれば、子宮鏡検査システムは、オフィス環境において医療手順を実
施することを対象としている。子宮鏡検査システムは、外面と、内面によって画定される
内部溝と、遠位端とを有するスコープを含む。シースが、スコープに取り外し可能に結合
され、このシースは、遠位フランジがスコープの外面に向かって内側に延びる先端を有す
る。シースは、内面と、遠位フランジの近くの複数の流出穴も有する。シースの内面とス
コープの外面との間に流出溝が形成され、遠位フランジが、流出溝の遠位端を形成する。
手術器具と流入流体のうちの少なくとも一方を受け入れる手術用溝がスコープの内部溝内
に形成され、視覚化デバイスを受け入れる視覚化用溝が手術用溝に隣接して形成される。
【０００８】
　本発明のさらに別の態様によれば、医療手順用の子宮鏡検査システムは、外面と内面と
を有する細長い管状部材の形をしたスコープを含む。スコープの内面は、スコープの内部
溝を画定する。シースは、スコープに取り外し可能に結合された細長い管状部材の形をし
ており、外面と内面とを有する。シースは、スコープの外面の方へ内側に延びるフランジ
を、シースの遠位端に有する。手術部材がスコープの内部溝内に配置され、この部材は、
細長いD字形管状部材の形をしている。手術部材は、外面と内面とを有し、外面が視覚化
用溝を形成するようにスコープの内面から間隔を置いて配置される。
【０００９】
　本発明のさらに別の態様によれば、子宮鏡検査システムは、外面および内部溝を有する
スコープと、スコープに取り外し可能に結合されたシースとを含む。シースは、内面と、
スコープの外面の方へ内側に延びる遠位フランジとを有する。シースの内面とスコープの
外面との間に流出溝が形成され、遠位フランジがスコープとシースとの間に流出溝の遠位
端を形成する。
【００１０】
　当業者には、以下に簡単に説明する図面を参照して行われる様々な実施形態の詳細な説
明に鑑みて本発明のさらなる態様が明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】子宮鏡システムの斜視図である。
【図２Ａ】子宮鏡システムの遠位端の拡大斜視図である。
【図２Ｂ】子宮鏡システムの遠位端の拡大側面図である。
【図２Ｃ】子宮鏡システムの遠位端の拡大端面断面図である。
【図２Ｄ】子宮鏡システムの遠位端の拡大上面断面図である。
【図３】図2Aの遠位端に関連する寸法を示す図である。
【図４】シースがスコープから取り外された子宮鏡システムの斜視図である。
【図５】図4の子宮鏡システムの遠位端の拡大斜視図である。
【図６】子宮鏡システムの代替実施形態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明については様々な変形形態および代替形態が可能であるが、一例として特定の実
施形態が図示されており、これらの実施形態について以下に詳しく説明する。しかし、本
発明が開示される特定の形態に限定されるものではないことを理解されたい。むしろ、本
発明は、添付の特許請求の範囲によって定義されるような本発明の趣旨および範囲内のす
べての変形形態、均等形態、および代替形態を対象とするものである。
【００１３】



(5) JP 2013-541998 A 2013.11.21

10

20

30

40

50

　図1を参照する。子宮鏡システム100は、特にシース104と、流入弁106と、流出弁108と
、ライトポスト110と、モルセレータ112とを有する子宮鏡102を含む。シース104は概して
、遠位端114および近位端116を有する細長い管状部材である。子宮鏡システム100は、視
覚化デバイス(たとえば、視覚化デバイス124)を介して受け取られる画像を取り込むため
に撮像デバイス(たとえば、カメラ)に連結されたアーム117も含む。
【００１４】
　いくつかの例示的な実施形態によれば、子宮鏡システム100は、膣鏡検査法を使用して
患者の子宮に挿入できる十分に小さい直径を有するスコープおよび付属器具によって子宮
病変を細切除去することを目的としている。特に、子宮鏡システム100は、一般にテナキ
ュラおよびスペキュラが使用されないので患者の痛みを最低限に抑える方法を実現する。
【００１５】
　さらに、麻酔が必要とされず、医療手順をオフィス環境で実施することができる。この
結果、たとえば痛みを抑制しながら迅速に手術を行い、かつ迅速に回復させることが可能
になり、場合によっては手術費用を低減させることができる。子宮鏡システム100のさら
に別の利点は、外科医が、患者の症状に応じて、より流量の多い器具(たとえば、シース1
04が結合された器具)を選択するか、それともより直径の小さい器具(たとえば、シース10
4が取り外された器具)を選択するかを決定できることである。
【００１６】
　図2Aを参照する。シース104は、概して、(シース104と同様に)遠位端114と近位端116と
を有する細長い管状部材であるスコープ118に取り外し可能に結合されている。より具体
的には、シース104は、スコープ118と重なり合うように滑り可能に嵌め合わされている。
スコープ118は、細長いD字形管状部材の形をした手術部材120を含む。
【００１７】
　手術部材120は、様々な異なる器具から選択されてもよい手術器具122を内部に受け入れ
る。たとえば、手術器具122は、回転式モルセレータであっても、往復式モルセレータで
あっても、往復機能と回転機能の両方を有するモルセレータであってもよい。スコープ11
8は、視覚化デバイス124をさらに含む。視覚化デバイス124は、手術部材120に隣接し、様
々な画像デバイスを含んでもよい。たとえば、視覚化デバイス124は、照明および画像伝
送が可能なように光ファイバ技法を含んでもよい。
【００１８】
　連続的な流出を維持するために、複数の流出穴126がシース104の遠位端114の近くに形
成されている。流入弁106(図1に示されている)は、手術部材120から延びる矢印107によっ
て表されるように手術部材120を通した液体の流入を規制する。液体は、たとえば患者の
子宮を膨張させ洗浄するのに使用される。さらに、液体は概して、流体を供給して関節腔
、たとえば子宮内に実質的に一定の所定の圧力レベルを発生させるアクセスポンプから受
け入れられる。流出弁108(図1に示されている)は、シース104とスコープ118との間に形成
された流出溝128(図2Cに示されている)を介して流出穴126を通る液体の流出を調整する。
液体の流出は、流出穴126内に延びる矢印109によって表されている。流出液体は概して、
廃棄物容器に送られる。
【００１９】
　図2Bを参照する。シース104は、スコープ118の方へ内側に延びて流出溝128(図2Cに示さ
れている)の閉鎖端部を形成するフランジ130を遠位端114に有する。フランジ130は、概ね
卵形を有し、2対の互いに向かい合う辺130a～130dを含む。
【００２０】
　図示の実施形態によれば、フランジ130の形状は非一様である。たとえば、第2の辺130b
は、第1の辺130aよりも長い距離、スコープ118の中心に向けて内側に延びる。同様に、こ
の実施形態の対称的な特徴に基づいて、第4の辺130dは、第3の辺130cよりも長い距離、ス
コープ118の中心に向けて内側に延びる。代替実施形態では、フランジ130は様々な形状お
よびサイズを有してもよい。
【００２１】
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　図2C～図2Dを参照する。シース104は外面104aと内面104bとを有し、スコープ118は外面
118aと内面118bとを有する。シース104の内面104bは、内部にスコープ118および視覚化デ
バイス124が配置された内部溝を画定する。スコープ118の内面118bは、外側部材が配置さ
れ、したがって手術器具122が配置される内部溝を画定する。
【００２２】
　手術部材120は、外面120aと、内面120bと、平坦な外面120c(図2Cに明確に示されている
)とを有する。平坦な外面120cは、スコープ118の内面118bから間隔を置いて配置され、視
覚化デバイス124が配置される視覚化用溝132(図2Cに明確に示されている)を形成する。視
覚化用溝132は、スコープ118の大きい内部溝の小さい部分に過ぎない。
【００２３】
　流出溝128は、シース104の内面104bとスコープ118の外面118aとの間に形成されている
。スコープ118の内部溝に流入溝134が形成されている。手術器具122が取り外された場合
、流入溝134は単なるスコープ118の内部溝全体である。手術器具122が所定の位置に配置
された場合、流入溝134は手術器具122と手術部材120の内面120bとの間の領域に限定され
る。
【００２４】
　図3を参照する。子宮鏡検査システム100は、オフィス環境において使用できるサイズを
有するように設計される。具体的には、最外径が約6ミリメートル以下になるように設計
される。図示の実施形態によれば、シース104の外径D1(外面104bの直径と同じである)は
約5.6ミリメートルである。たとえば、代替実施形態では、シース104の直径は5.5ミリメ
ートルである。手術器具122(たとえば、モルセレータ)の外径D2は約2.9ミリメートルであ
る。
【００２５】
　スコープ118は、長径D3が約5.15ミリメートルであり、短径D4が約4.6ミリメートルであ
る卵形を有する。手術部材120は、曲面寸法L1が約3.1ミリメートルであり、平面寸法L2が
約3.95ミリメートルである。
【００２６】
　子宮鏡検査システム100の寸法が比較的小さいので、患者をオフィス環境で治療するこ
とができる。概して、本子宮鏡検査システム100を使用した場合、麻酔がほとんどまたは
まったく不要になるように患者に医療手順を施すことができる。明らかに、子宮鏡検査シ
ステム100の1つの利点は、このシステムが膣鏡検査法に適合するほど小さい直径を有する
ことである。
【００２７】
　図4を参照する。子宮鏡検査システム100は、シース104なしでも使用可能であり、しか
も診察カニューレ135(たとえば、直径が約2.9ミリメートルのカニューレ)を介して連続的
な流れを供給することができる。具体的には、シース104が取り外され、スコープ118を患
者、たとえば子宮に挿入することのみが可能になる。シース104を取り外すと、子宮鏡検
査システム100の最外径が小さくなる。たとえば、上記に図3を参照して説明した寸法によ
れば、最外径は約5.6ミリメートル(外径D1)から約5.15ミリメートル(長径D3)まで小さく
なる。シース104を取り外すと、上述のモルセレータ112(図1～図3に示されている)または
診察カニューレ135などの手術器具によって流出を可能にすることができる。
【００２８】
　従来のスコープと比較して、スコープ118は、その遠位端から外側に延びるフランジを
有さない。従来のスコープの外側に延びるフランジは、それぞれのスコープの最外径を不
必要に増大させ、突き出た遠位端を形成し、それによって、シースまたはオブチュレータ
なしで患者に導入するのが不可能ではないにせよ困難であった。
【００２９】
　図5を参照する。子宮鏡検査システムは、診察のためにシース104が取り外されたときに
使用されてもよい。シース104は、主として、手術の場合に、モルセレータブレードを導
入する前に視界を良くするために使用される可能性が高い。診察カニューレ135は、遠位
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端136を有し、診察のためにシステムの全径をより小さくするために使用される。上述の
寸法によれば、シース104を取り外すことによって約0.5ミリメートル小さくすることがで
きる。カニューレ135の別の利点は、カニューレ135を再使用可能にできることである。カ
ニューレ135のさらに別の利点は、カニューレ135を使用して患者の診察の間に患者の子宮
を膨張させ洗浄することができることである。
【００３０】
　カニューレ135は、連続的な流出を可能にするが、スコープ118の遠位端を越える位置ま
で延びることはない。たとえば、カニューレ135は、シース104が取り外されたときに取り
外される流出溝128に置き換わることができる。具体的には、カニューレ135は、シース10
4によって形成される流出溝128に置き換わる代替流出溝138を構成する。したがって、シ
ース104が取り外された場合でも連続的な流れを維持することができる。
【００３１】
　図6を参照する。子宮鏡システム100は代替として、手術部材120内に挿入されたフロー
デバイス140を含む。フローデバイス140は、互いに結合された部材であっても互いに別個
の部材であってもよい流入管状部材142と流出管状部材144とを有する。
【００３２】
　管状部材142、144の遠位端は、手術部材120内のそれぞれの異なる点で終わる。流入管
状部材142の遠位端がスコープ118の遠位端114の所で終わり、流出管状部材144の遠位端が
、手術部材120内の遠位端114からある距離だけ離れた点で終わることが好ましい。管状部
材142、144が手術部材120に沿ったそれぞれの異なる点で終わることによって、流体短絡
が生じる可能性がなくなり、子宮内の循環、したがって洗浄が向上する。
【００３３】
　一例によれば、フローデバイス140はステンレススチールで作られ、したがって、再使
用可能なデバイスであってもよい。別の例によれば、フローデバイス140は、ポリマーの
ようなずっと費用効果が高い材料で作られる。ポリマーを使用する場合、フローデバイス
140は通常、使い捨てデバイスであると考えられる。
【００３４】
　実際、たとえば、外科医は、フローデバイス140を患者の子宮に導入する前に子宮鏡120
の手術部材120に挿入する。子宮鏡が子宮に導入される前に、フローデバイス140の流入弁
146が開き、子宮を膨張させる。次いで、フローデバイス140の流出弁148を開くことによ
って、洗浄を実現する。診察手順の場合、その間フローデバイス140を所定の位置に配置
したままでよい。手術手順の場合、フローデバイス140を取り外して、手術器具(たとえば
、モルセレータ112)をスコープ118に挿入する。
【００３５】
　本発明を実施するための最良の形態について詳しく説明したが、本発明が関係する当業
者には、添付の特許請求の範囲内で本発明を実施するための様々な代替設計および実施形
態が認識されよう。たとえば、シース104、スコープ118、および手術器具122は、円形で
あっても、卵形であっても、あるいはその他の滑らかな形状(すなわち、外側に延びるフ
ランジを有さない形状のような目立たない形状)であってもよい。別の例では、手術部材1
20は、円形または図示のD字形と同様の形状であってもよい。
【符号の説明】
【００３６】
　　100　子宮鏡システム
　　102　子宮鏡
　　104　シース
　　104b　外面
　　106　流入弁
　　108　流出弁
　　110　ライトポスト
　　112　モルセレータ
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　　114　遠位端
　　116　近位端
　　117　アーム
　　118　スコープ
　　120　手術部材
　　120a　外面
　　120b　内面
　　120c　平坦な外面
　　124　視覚化デバイス
　　126　流出穴
　　128　流出溝
　　130　フランジ
　　130a～130d　辺
　　132　視覚化用溝
　　134　流入溝
　　135　診察カニューレ
　　138　流出溝
　　140　フローデバイス
　　142　管状部材
　　144　管状部材
　　146　流入弁
　　D1　外径
　　D2　外径
　　D3　長径
　　D4　短径
　　L1　曲面寸法
　　L2　平面寸法
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